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所長　山口 照英
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/wwwr/lab/iameta/

Institute of Advanced Medical and Engineering Technology for Aging （AMET）

加齢医工学先端技術研究所
超高齢化社会への対応として
再生医療など先端医療の実用化と基盤技術開発とその評価
超高齢化社会への対応として再生医療などの先端医療技術の開発及びそれに
関連する安全性評価技術の開発を行っている。特に血管新生再生技術の開発
による、循環器疾患の新たな治療戦略の提供を目指している。さらに医工学と
の連携により先端光学技術を利用した健康管理技術開発、未病や発症前から
健康状態を管理し、健康寿命を維持するための技術開発を行っている。

▲血管内皮前駆細胞（血管誘導性）によるin vivo血管形成の開発 ▲疾患の早期検出手法に関する研究とウエアラブル生体計測の開発

RESEARCH THEME : 研究テーマ

・再生医療・血管新生の開発・ゲノム医療の安全性評価
・光による非侵襲的な生体計測の開発
・疾患の早期検出手法に関する研究とウエアラブル生体計測の開発

研究キーワード
・ 再生医療
・ 非侵襲生体計測
・ 疾患の早期発見システム

ほか

扇が丘キャンパス

所長　蜂谷 俊雄
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/wwwr/lab/KRK/

Institute for Urban and Architectural Studies of Historic Kanazawa

金沢歴史都市建築研究所
歴史都市金沢における都市・建築分野の総合的な研究機関
江戸時代初期に形成された街路網の多くが現代まで継承
され、各時代の特徴を示す景観・庭園・建築など藩政期から
の重層的な歴史的環境を今にとどめる金沢は、その魅力を
活かしたまちづくりが現在も継続している最大の都市であ
る。
金沢工業大学では、草創期から各専門研究者がこの金沢
の歴史的環境・空間に着目し、都市・まちづくり、景観、建築
の研究に継続して取り組んできた。また現在ではAR（拡張
現実）等の最先端のICT技術を導入し、城下町金沢の歴史
的資源を活かした未来型プロジェクトも進んでいる。
本研究所は、歴史都市金沢をテーマに各研究者が専門領域
を活かして進めてきた都市・景観・建築の学術的研究、各種
プロジェクトや社会貢献等の成果や活動を統合し、相互に
連携を図り、その成果を社会に発信する研究機関である。

◀︎金沢の街を古地図で散策できる
iPhoneアプリ「古今金澤」の画面

▲重要伝統的建造物群保存地区指定時に調査を行った主計町
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歴史的建造物の調査
・武家屋敷・町家・社寺建築・近

代和風建築の調査

古地図の解析
・地理情報システムによる城下

町の町割

ICT技術によるプロジェクト
・拡張現実による散策支援
・CGによる城下町の復原

研究キーワード
・古地図
・武家屋敷
・地理情報システム
・CG
・拡張現実
・社寺建築
・近代和風
・用水
・都市景観
・景観デザイン
・市街地活性化

扇が丘キャンパス

ほか
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